
アクセス制御機能に関する技術の研究開発の状況

1 国で実施しているもの

総務省又は経済産業省が取り組むアクセス制御機能の研究開発に関してとりまとめたも

のであり、 具体的には、 独立行政法人自ら又は委託による研究、 国からの委託又は補助に

よる研究である。

実施テー マは以下の5件であり、 その研究開発の概要は、 別添1のとおりである。

● サイバ ーセキュリティ技術の研究開発

● Web媒介型攻撃対策技術の実用化に向けた研究開発

● 欧州との連携によるハイパ ー コネクテッド社会のためのセキュリティ技術の研究

開発

● サイバ ー攻撃ハイブリッド分析実現に向けたセキュリティ情報自動分析基盤技術

の研究開発

● サイバ ー フィジカルセキュリティ技術の研究開発

2 民間企業等で研究を実施したもの

(1) 公募

警察庁、 総務省及び経済産業省が令和 3 年12月 6 日から令和 4 年1月21 日までの間にア

クセス制御機能に関する技術の研究開発状況の募集を行ったところ、 次のとおり1者か

ら計1件の提案があった。 それぞれの研究開発の概要は、 別添2のとおりである。

なお、 別添2の内容は当該企業から応募のあった内容を原則としてそのまま掲載して

いる。

パスロジ株式会社

(2) 調査

警察庁が令和3年8月に実施したアンケ ー ト調査に対し、 アクセス制御技術に関する研

究開発を実施しているとして回答のあった大学及び企業は次のとおりである。

ア 大学 (14大学、 23件）

東京理科大学(2件）

京都大学(3件）
岩手大学
東北工業大学
神奈川工科大学

東京電機大学
創価大学
中央大学(3件）

日本大学(4件）
金沢大学
中京大学

名古屋大学(2件）
立命館大学
福岡大学
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